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編
集
後
記

『詞
林
』
第
十

一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
中
古
関
係
が

一
本
、
中

世
関
係
が
三
本
、
国
語
学
関
係
が

一
本
の
計
五
本
と
な
り
ま
し
た
。
と
も
に

中
世
説
話
に
関
す
る
論
を
寄
せ
て
く
れ
た
山
崎
、
中
原
の
両
氏
は
今
回
初
の

執
筆
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
論
文
も
併
せ
て
、
皆
様
の
御
教
授
、
御
叱
正
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
号
の

『是
則
集
』
注
釈
に
対
し
て
は
各
方
面
か
ら
様
々
な
御
教
授
、
御

意
見
等
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
皆
様
の
御
意
見
も
取
入
れ
て
、
纏
め
直
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
号

。
次
々
号
へ
の
投
稿
を
希
望
す
る
会
員
も
す
で
に
出
て
い
ま
す
。
こ

か
ら
も
少
し
で
も
よ
い
論
文
が
掲
載
で
き
ま
す
よ
う
、
努
力
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。
次
は
二
十
号
に
向
か
っ
て
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

（堤
）

詞
林
　
第
十

一
号
　
定
価
八
百
円
（本
体
七
七
七
円
）

一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
　
印
刷

一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
　
発
行

編
集
兼
発
行
者

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

〒
五
六
〇

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―

一

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

代
表
者
　
伊
井
　
春
樹

電
話

（〇
六
）
八
四
四
―

一
一
五

一

振
替
　
大
阪
七
―
三

一
〇
三
六
五

印
刷
　
昭
和
堂
印
刷
所

（大
阪
営
業
所
）

発
売
　
和
泉
書
院

〒
五
四
三

大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
五
―
三
―
八

電
話

（〇
六
）
七
七

一
―

一
四
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
六
）
七
七

一
―

一
五
〇
八

振
替

。
大
阪
七
―

一
五
〇
四
三


